
 

 

2050 年までの脱炭素化社会に向け、地域脱炭素ロードマップ等に位置づけられた率先導入目標（2030

年には設置可能な建築物等の約 50％に太陽光発電設備を導入等）の達成を見据えた、市有施設等への太陽

光発電設備等の導入可能性の調査及び検討を行うことを目的とした。 

 

逗子市の状況・特性を踏まえ、市有施設の現状や課題等の基礎情報を収集・整理し、太陽光発電設備等の

導入可能性調査及び検討を実施した。 

 

  以下 24 施設を対象とした。 

施   設 住  所 種  別 

① 小坪小学校区コミュニティセンター 小坪 5-21-17 市民文化系施設 

② 同駐車場 小坪 5-21-17 市民文化系施設 

③ 文化プラザホール 逗子 4-2-10 市民文化系施設 

④ 市立体育館（逗子アリーナ） 池子 1-11-1 スポーツ・レクリエーション系施設 

⑤ 第一運動公園駐車場 池子 1-11-2 スポーツ・レクリエーション系施設 

⑥ 福祉会館 桜山 5-653 保健・福祉施設 

⑦ 高齢者センター 池子 4-1012 保健・福祉施設 

⑧ 同福祉バス車庫 池子 4-1012 保健・福祉施設 

⑨ 医療保健センター 池子字桟敷戸 1892-6 保健・福祉施設 

⑩ 環境クリーンセンター 池子 4-956 供給処理施設 

⑪ 浄水管理センター 桜山 9-2448-4 下水道施設 

⑫ 小坪分署（消防署） 小坪 5-449-4 行政系施設 

⑬ 北分署（消防署） 池子 1-1-1 行政系施設 

⑭ 逗子小学校 逗子 4-2-11 学校 

⑮ 逗子小学校屋内運動場 逗子 4-2-11 学校 

⑯ 沼間小学校 沼間 1-7-18 学校 

⑰ 久木小学校 久木 2-1-1 学校 

⑱ 小坪小学校 小坪 3-950 学校 

⑲ 池子小学校 池子 3-9-1 学校 

⑳ 逗子中学校 池子 4-755 学校 

㉑ 久木中学校 久木 7-2-1 学校 

㉒ 沼間中学校 沼間 3-379-1 学校 

㉓ 体験学習施設 池子 1-11-2 子育て支援施設 

㉔ 教育研究所 桜山 5-20-29 保健・福祉施設 

 

公表資料や航空写真から調査対象施設の基礎データを収集・整理した。 
 

公表資料 竣工年、建築構造、延床面積、耐震対策、ハザードマップにおける位置付けなど 

航空写真 屋根形状、屋上・駐車場の有効面積など 
 

施設⑩、⑪、⑭～㉒の３所管部署にヒアリングを行い、今後の改修計画等について聴取した。 
 

調査対象施設の書面情報を市から収集し、施設ごとの詳細調査に使用した。 
 

電気料金明細（直近 1 年分） 電力契約内容、通年での月別電力消費状況、電気代 

30 分デマンド値（直近 1 年分） 通年での時間単位の電力消費状況 

単線結線図等（電気関係図面） 電力系統および負荷構成、受変電設備の仕様、負荷との接続状況 

建築関係図面 建物位置、規模、建物および屋根の構造、材質、屋根勾配 

構造計算書、耐震診断報告書等 屋根積載荷重の設定状況 
 

９月中旬から 10 月はじめにかけて調査対象全施設への現地調査を行い、設備導入に際しての課題を具体

的に把握し、詳細調査の精度を向上させた。 

 

 

判定基準を設定し、現地調査までの結果をもとに、太陽光発電設備の設置可否を判定、16 施設を設置可

とした。内、⑤は駐車場にて電力需要がないため別扱いとし、15 施設の検討を進めた。 
 

施設ごとに設備容量、太陽光パネルレイアウト、発電量、自家消費量、再エネ比率、CO２排出削減量など

を検討・算出し、個別シートとして整理した。 

初期費用、Ｏ＆Ｍ費用を概算算出し、自家消費量の分だけ電力代が削減できる効果を定量化の上、初期費

用の回収年数を算出した。 
 

第三者所有スキームを整理の上、PPA 単価の試算を行った。PPA 単価については、適用可能な補助金の

効果を反映した補助ありの場合も試算し、補助なし・あり単価を現行の電力料金等と比較した。 
 

以上の結果、および抽出された留意事項等を踏まえて、施設ごとに最適の導入方針案を検討・整理した。 
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①公募

②業者採択

③補助金申請

④契約

⑤実施設計

⑥電力関連申請

⑦工事関連申請

⑧発電設備工事

【事業者による設備設置】

・実施設計

・電気、工事関連の申請

・部材準備

・着工～竣工（約３～６ヶ月）

【事業者との契約】

・交付金申請に先立ち協定締結

・交付金採択後に正式契約締結

【交付金等手続】

・申請書類の準備

・申請、採択結果確認

・事業者との協議

【事業者の選定】

・対象施設の設定

・基礎調査等から留意事項抽出

・仕様書作成

・公募、入札者現地調査実施

・入札、落札者選定

太陽光発電設備の導入優先順位検討の軸として、(1)CO2 削減効果、(2)投資回収年数、(3)導入費用を設

け、15 施設の順位付けを行った。 
 

施  設  名 

太陽光発電設備のシステム 

検討を行った 15 施設 

(1) (2) (3) 

(1)～(3) 

順位の合計 

CO2排出 

削減量 

順位 

投資回収 
年数 
順位 

導入費用 
順位 

① 小坪小学校区コミュニティセンター 13 8 4 25 

⑥ 福祉会館 14 11 5 30 

⑦ 高齢者センター 15 15 2 32 

⑨ 医療保健センター 12 10 10 32 

⑩ 環境クリーンセンター 6 2 8 16 

⑪ 浄水管理センター 1 3 15 19 

⑭ 逗子小学校 3 1 1 5 

⑯ 沼間小学校 4 7 13 24 

⑰ 久木小学校 5 6 12 23 

⑱ 小坪小学校 8 13 9 30 

⑲ 池子小学校 10 14 7 31 

⑳ 逗子中学校 7 9 11 27 

㉑ 久木中学校 2 4 14 20 

㉒ 沼間中学校 11 12 3 26 

㉔ 教育研究所 9 5 6 20 
 

本結果は、施設単位での導入実施順位の検討材料、および複数の施設をまとめて導入を図る場合の組合せ

の検討材料として活用することができる。 

 

逗子小学校は、PPA 単価の試算結果、現行電力料金単価を下回る可能性のある唯一の施設であることが

判明した。また上表によっても最優先の導入施設であることが示唆される。 

同校への、既設太陽光発電設備の設置スペースも活用した 87.15kW の導入実施において、実施設計に

進む場合に想定される主な留意事項を整理・検討した。 

また、導入実施における補助金活用を想定し、単年度内完了要件を満たすためのスケジュールを検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別詳細結果をもとに、再エネ導入量の総計および再エネ比率を算出した。施設電力消費量が特異的に大

きいことで再エネ比率が極端に低い 3 施設を除くと、再エネ比率は約 24%となり、国が 2030 年度まで

の目標とする太陽光発電の導入比率 14～16%を上回る。 
 

対  象 設備容量 施設電力消費量 自家消費量 再エネ比率 

設置可判定 15 施設 671 kW 8,742 MWh/年 724 MWh/年 8.3% 

内 3 施設※除外 419 kW 1,787 MWh/年 424 MWh/年 23.7% 

※3 施設：環境クリーンセンター、浄水管理センター、逗子小学校 
 

環境省の「地域経済波及効果分析ツール」を用い、導入実施に伴う波及効果の金額試算を行った。 
 

ケース 
地域外流出の

想定有無 

導入時の効果 

（百万円） 

事業期間中の効果 

（百万円） 

効果の合計 

（百万円） 

15 施設へ導入 
流出あり 213 11 224 

流出なし 308 418 726 

逗子小学校へ導入 
流出あり 23 1 25 

流出なし 34 71 104 

 

脱炭素社会の実現に向け、太陽光発電等の再エネ導入とならび、省エネの取組も重要との観点から、電力

消費量の大きい施設群等を抽出し、現地訪問を含む省エネ余地の調査を実施した。 
 

対象施設 省エネ余地 判明事項 

⑭逗子小学校 あり 照明LED化の余地大。既にLED化事業に着手済み。 

⑮同屋内運動場 少 照明LED化済み。空調はなし。 

③文化プラザホール あり 一部照明LED化の余地あり。 

市民交流センター あり 
照明LED化の余地大。建屋構造・外壁（ガラス）を

踏まえた遮熱対策の余地あり。 

④逗子アリーナ 少 照明LED化がほぼ完了済み。空調は更新済み。 

㉓体験学習施設 少 照明LED化が完了済み。空調は効率・運用良好。 
 

調査結果を踏まえた改善提案事項を検討した。設備更新・改修および運用に関する提案事項 9 点の内、設

備更新・改修に関わるものは以下 2 点。 
 

対象 区分 提案内容 

市民交流 

センター 
照明 

現状蛍光灯が使用されているため LED 照明へ更新。 

照明で消費されている電力の約半分を削減できる可能性あり。 

市民交流 

センター 
(空調) 

ガラス壁面からの入射熱による館内温度の上昇を抑制するため、ガラス
コーティング塗装による遮熱対策を紹介。 

 


